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変化した県央基幹病院計画➡住民に説明を 
【遠
藤
れ
い
子
議
員
】 

 

県
は
平
成
30

年
に
、
「県

央
基
幹
病
院
整
備
基
本
計

画
」（平
成
28

年
）の
住
民

説
明
会
を
１
回
行
っ
た
が
、

以
降
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

現
時
点
で
の
計
画
は
「基

本
計
画
」か
ら
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
住
民
の
認
識
と

乖
離
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

不
満
や
批
判
、
不
安
も
広

が
っ
て
い
る
。
あ
ら
た
め

て
、
現
時
点
で
の
県
央
基
幹

病
院
の
整
備
の
方
針
に
つ
い

て
、
住
民
説
明
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
住
民
か
ら

の
意
見
を
聴
取
し
て
整
備

の
方
針
に
反
映
す
べ
き
と

考
え
る
。  

【花
角
知
事
】 

 

県
央
基
幹
病
院
の
機
能

等
、
医
療
提
供
体
制
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力
が
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
住
民
に
分
か
り
や
す
く

説
明
し
、
様
々
な
議
論
を

受
け
止
め
た
う
え
で
、
医
療

提
供
体
制
の
整
備
を
進
め

て
い
く
。
出
来
る
だ
け
早
期

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

【遠
藤
れ
い
子
議
員
】 

 

県
央
基
幹
病
院
の
機
能

が
「３
次
救
急
は
診
な
い
」

と
当
初
の
計
画
が
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足

で
機
能
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
理
由
で
す
。
断
ら

な
い
救
急
が
可
能
な
の
か

不
安
で
す
。
こ
の
ま
ま
の
計

画
な
ら
現
状
と
ど
こ
が
違

う
？
住
民
説
明
を
し
て
声

を
受
け
止
め 

地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
住
民
の

声
を
反
映
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
！  

【遠
藤
れ
い
子
議
員
】 

 

県
は
国
の
「
病
床
機
能
再

編
支
援
補
助
金
」を
受
け

て
県
央
医
療
圏
に
お
け
る

地
域
医
療
提
供
体
制
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。 

 

今
後
の
県
央
基
幹
病
院

の
整
備
の
方
針
や
新
型
感

染
症
の
対
策
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
県
立
吉
田
・加
茂
病
院

の
役
割
強
化
な
ど
病
床
の

維
持
・拡
充
を
含
む
抜
本

的
再
検
討
を
行
な
う
べ
き

と
考
え
る
。 

【花
角
知
事
】 

 

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
応
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
限
ら
れ
た

医
療
資
源
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
今
後
の
新
た

な
感
染
症
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
も
、
県
央

地
域
で
議
論
を
重
ね
て
き

た
県
央
基
幹
病
院
へ
の
急

性
期
機
能
の
集
約
と
、
地

域
密
着
型
病
院
と
の
役
割

分
担
と
連
携
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

 

県
立
吉
田
病
院
、
県
立
加

茂
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域 

密
着
型
病
院
と
し
て
機
能
・

規
模
等
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
県
央
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
に
お
い
て
具
体

的
に
議
論
し
て
ま
い
り
た

い
。 

◆

感
染
拡
大
止
ま
ら
な
い
東
京
！ 

五
輪
は
中
止
を
！ 

◆
国
民
の
命
を
守
る
を
第
一
に
、
検
査
・ワ
ク
チ
ン
・補
償
の
充
実
を
図
れ
！ 

「３
次
救
急
の
受
け
入
れ
を
し
な
い
」
計
画 

住
民
の
認
識
と
大
き
な
乖
離
に
不
満
や
批
判
、
不
安 

糸
魚
川
市
の
地
す
べ
り
現
地
を
視
察
（７
月
６
日
） 

来
海
沢
地
区
の
復
旧
・復
興
の
状
況 

 

３
月
４
日
に
糸
魚
川
市

来
海
沢
地
区
に
大
規
模
な

地
滑
り
が
発
生
し
ま
し
た
。

幅
百
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
全
壊
住
宅
２

棟
、
半
壊
１
棟
、
非
住
家
全

壊

３
棟
、
県

道

寸

断
、
停

電
、
断
水
、
田
畑
の
被
害
と

な
り
ま
し
た
。
幸
い
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
今

も
避
難
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

７
月
６
日
、
遠
藤
れ
い
子

県
議
は
新
潟
県
災
対
連
の

一
行
と
共
に
視
察
。
来
海
沢

地
区
区
長
よ
り
、
発
生
時
の

避
難
の
状
況
、
地
す
べ
り
現

場
と
復
旧
工
事
の
進
捗
状

況
な
ど
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
１
日
も
早
い
復
旧
が
待

た
れ
ま
す
。 

↑復旧工事の対応概要 

↑区長の説明を聞く遠藤県議（右） 

質問準備をする遠藤県議 


